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研究成果の概要（和文）：本研究課題の主体をなす整数論, とくにアーベル体に関する Hasse

の問題 [A]，数論幾何, 代数幾何[B]並びにその離散分野への応用[C]に関して，パキスタン・

イスラム共和国 NUCES[先端科技大]と佐賀大学大学院工学系研究科との Workshop on Number 

Theory in Saga を 2008～2010 年度の各 1 月及び 8 月に両国の先端的若手及び中堅研究者を中

心に計 5 回佐賀大学にて実施した．先行して研究代表者は NUCES に延べ 2 年半滞在し, 

Peshawar, Lahore 両 Campus PhD 大学院生, ポストドク及び国内研究者との共同研究を行った. 
 
研究成果の概要（英文）：On the core subjects of this research theme; Number Theory, 
specifically Hasse’s problem related to Abelian fields[A], Arithmetic, Algebraic 
geometry[B] and its application to Discrete Mathematics[C], we held the Workshop on 
Number Theory in Saga in each August and January of 2008~2010. The research organizer 
stayed at NUCES during two and half years to work the joint research with PhD scholars 
at both campuses. On Hasse’s problem, the organizer obtained the characterization on 
the monogeneity for certain family of pure sextic and pure octic fields by the joint work 
with PhD scholars at NUCES. In our research on algebraic geometry codes, Cooperative 
Uehara gave an idea of constructing  a new class of algebraic geometry codes different 
from the known codes of one-point type. Also, applying the concept of evaluation codes, 
which generalize one-point-type algebraic geometry codes, Uehara invented a method of 
constructing codes from integer rings on algebraic number fields, and presented some 
explicit examples of such codes[C]. Cooperative Miyazaki studied the minimal free 
resolution of Buchsbaum varieties and obtained a classification of the Buchsbaum variety 
in terms of the Castelnuovo-Mumford regularity[B]. Cooperative Terai studied 
Stanly-Reisner ideals, which are squarefree monomial ideals in polynomial rings[B]. 
Cooperative Katayama .  has determined finite symplectic groups of cube and 4th order, 
using the structure of the unit groups of cubic and quadratic fields, and announced these 
results at the workshop in Saga 2011.  Newman, Shanks and Williams determined  finite 
symplectic groups of  square order in1980’s. Katayama also investigated the number of 
congruent k-polygons inscribed in a unit circle, where the vertices chosen from n division 
points of the circle[C]. Cooperative Taguchi studied the ramification theory of truncated 
discrete valuation rings (=: tdvr's) and the (non)existence of mod p Galois 
representations. On the former, Taguchi proved (jointly with T. Hiranouchi) that the 
category of finite extensions of a tdvr  A  is equivalent to a category of finite 
extensions, with restricted ramification, of a complete discrete valuation field which 
lifts  A. On the latter, Taguchi proved (jointly with H. Moon) the non-existence of 
2-dimensional mod 2 Galois representations for some quadratic fields[B]. 
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１．研究開始当初の背景 1960 年代半ば, ハ
ッセにより提唱された代数体 Kの整数環の単
生成(monogeneity)について[以下, ハッセ
の問題という], 韓国並びにパキスタンの
PhD 大学院生との K が或るアーベル拡大体の
場合の共同研究が発端である[研究代表者]. 
Mod 2 Galois 表現の非存在は今後, 実二次
体の場合の Serre の保型性予想の証明の
「帰納法の第一段階」として機能する事が期
待される[研究分担者田口]. 射影多様体の
自由分解を研究対象とし, いくつかの不変
量の関係を調べている. 射影多様体の分類
できるクラスを見つけることで解決してい
っている[研究分担者宮崎]. 被約単項式イ
デアルである Stanley-Reisnerイデアル及び, 
多項式環を Stanley-Reisnerイデアルで割っ
た環である Stanley-Reisner環は可換環論的
観点のみならず Stanley-Reisner環から定ま
る単体的複体を通して組合せ論, トポロジ
ーとも深く関係しており, とても興味深い
研究対象である[研究分担者寺井]. 代数幾
何符号の中には優良な符号が含まれている
ことは知られているが, その構成法は確立
されていない. 本研究では, 多項式環や代
数体の整数環から優良な代数幾何符号を構
成する方法を探求する[研究分担者上原]. 
 
２．研究の目的 ハッセの問題について, 代
数 拡 大 体 K が 非 ア ー ベ ル の 場 合 に
monogeneity の分類を目指す[研究代表者].
多変数多項式環の関係式から、求める符号が
構成できると考えている[上原]. 頂切離散
附値環の分岐理論は、剰余体が一般の場合に,
この様な環の Abbes-Saito 式の分岐理論を
建設する事が目的であり, これまでに示せ
ている圏同値が「持ち上げに依らない」事を
示すのが今後の目標である[田口].   
 
３．研究の方法 代数体 K が純 6 次体の場合
にデデキントによる体が純 3 次体の場合の
結果を踏まえ, アーベル核大体の場合の手
法が援用できるＫのガロア閉包からの適当
な相対ノルムを考察した[研究代表者].  一
点型代数幾何符号を一般化した評価符号の
という枠組みを利用して, 代数体の整数環

から符号を構成する手法を考案して, 幾つ
かの具体例を提示した[上原]. 
  
４．研究成果 代数体 K が純 6 次体の場合の
結果は NUCES, Lahore Campus の PhD 大学院
生 Shahzad Ahamad 氏との共同研究にまとめ,
その論文は投稿中である. 体Kが純 8次拡大
体の場合は同 PhD 大学院生 Abdul Hameed 氏
との共同研究に結実を迎えつつある[研究代
表者]. 頂切離散附値環の分岐理論, 及び 
mod p Galois 表現の存在・非存在について
の研究を行った. 前者については平之内俊
郎氏と共同で, 頂切離散附値環 A の有限次
拡大の圏が, A  の持ち上げである完備離散
附値体の分岐を制限した有限次拡大の圏と
圏同値になる事を示した. 後者については
文賢淑氏と共同で, 幾つかの二次体の場合
に 2 の外不分岐 2 次元 mod 2 Galois 表現
が存在しない事を示した[田口]. Buchsbaum 
多 様 体 の 自 由 分 解 に つ い て 研 究 し , 
Castelnuovo  
-Mumford 正則量を用いての射影多様体の分
類を得た[宮崎]. 多項式環の被約単項式イ
デアルである Stanley-Reisnerイデアルにつ
いて研究した[寺井]. 不定方程式の応用と
して有限単純群のうちシンプレクティック
群の位数で平方数になるものの決定は、
Shanks 等によって 1980 年代に決定されてい
る. 研究分担者片山は、３次体の単数群およ
び２次体の単数群の構造を用いて３乗数ま
たは４乗数になる場合は無いことを 2011 年
の佐賀での Workshop で発表した. また分割
関数の問題について, 単位円の n等分点のう
ち k個の頂点を選んで出来るｋ多角形の合同
類の数とその合同類の数を係数とする母関
数の性質について, k が小さい場合に考察し
Journal of Mathematics, The University of 
Tokushima 2009, 2010 で発表した[片山]. 
代数幾何符号の研究において、従来の一点型
とは別の新しい符号構成の方法のアイデア
を示した[上原]. 
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